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バスケットボールは、相対する 2 チームが一定時間内に得点を争うゲームであり、相手チームよ

り多くの得点をとり、試合に勝つための重要な要素の 1 つとしてオフェンス戦術が挙げられる。そ

こで本研究では、天理大学男子バスケットボール部のオフェンスビルディングに着目して、如何に

してチームオフェンスを決定し、構築しているのかを明らかにすることで、今後、チームオフェン

スを構築する際の有効な指針を得ることを目的とした。 

キーワード：オフェンスビルディング、戦術分析、パターンオフェンス 

 

 
Ⅰ．緒言 

バスケットボールは「ボールの所有とシュートの攻防をめぐり、相対する 2 チームが、同一コー

ト内で同時に直接相手と対峙しながら、一定時間内に得点を争うゲーム」1）である。従って、試

合に勝つためには、オフェンスはシュートを成功させて相手チームよりも多くの得点をとらなけ

ればならず、如何にして得点をとるのかというオフェンス戦術を決めなければならない。オフェ

ンスにはボール所持者とボール非所持者が存在するが、吉井は「ボール所持者は、もし防御者に

よってマークされていないならば『シュート』し、マークされているならば『パス』しなければ

ならない」2）、さらに、「ボールを持ったら、まずゴールに向く」ことが大切であり、このことは

ボールを所持した場所がゴールから遠い場合、『抜いてドリブル・シュート』を指導するための効

果的な方法となる」2）と述べている。つまり、ボール所持者の役割は常にシュートを狙いつつ、

パスをするべき相手を見つけ、さらに、ディフェンスを抜いてシュートをするチャンスを窺うの

である。一方、ボール非所持者について吉井は、「ボールを所持しない 4 人の攻撃者は、まず『誰

がパスをうけるべき人』であるかを知らなければならない」、3）そして「5 人のチームのメンバー
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は、互いに協力する可能性をもつ 5 人であると同時に、互いにじゃまし合う可能性をもつ 5 人で

あるということを忘れてはならない」3）とチームワークの発達を促し、5 人が邪魔し合わないよ

うにする必要性についても言及している。これらのことから試合に勝つためには、ボール所持者

が役割を果たすことと同時に、ボール非所持者はよりよいチームワークを発揮しなければならな

いということが推察される。そして、シュートを成功させるための方法の 1 つとして、いわゆる、

オフェンス戦術を練習し、より効果的なオフェンス戦術を採用しなければならないのである。稲

垣 4）や内山 5）が戦術の重要性を指摘していることや、バスケットボールコーチングバイブルにお

いて、ディーンスミスをはじめとするアメリカの著名な多くのコーチがオフェンス戦術を紹介 6）

していることもその重要性を示すものであろう。 

バスケットボールのオフェンス戦術を、ボールを所持してからの時系列で考えると、まず第 1

にファーストブレイクが行われ、続いて、セカンダリーブレイク、そして、ハーフコートオフェ

ンスとなる。当然のことながら、全てのオフェンスにおいてこのような順番で行われるのではな

い。例えば、ファーストブレイクだけでシュートが打たれることもあれば、ファーストブレイク

からハーフコートオフェンスへ移行してシュートが放たれることもあるように、様々な状況があ

ると思われる。先のハーフコートオフェンスの戦術は一般的にディフェンスに応じた状況判断に

よってプレーされる「フリーランスオフェンス」と、一定のパターンが決められている「パター

ンオフェンス」（セットオフェンス）とに大別されて考えられている。 

フリーランスオフェンスは現在、モーションオフェンスという呼ばれ方が一般的である。モー

ションオフェンスは「アメリカでは 1960 年代から徐々に用いられ、70 年代には最もポピュラー

な攻撃法」7）として普及している攻撃法である。しかしながら、日本においてその攻撃法がその

まま採用されるのかというとそうではなく、問題点が指摘されている。それは「その最も重大な

問題は、アメリカで紹介されているモーションオフェンスの規則をそのまま導入すると、フリー

ランスどころか、まったく攻撃にならず、プレーヤーは何をして良いのかわからないまま右往左

往する状態になる」8）ということである。吉井はモーションオフェンスの長所を「そこに何も再

現しようとするもの（『パターン』）がないから状況判断が正しくできて、臨機応変のプレーがで

きるし、考えてプレーするのではなく、感じてプレーするので、より力強くプレーすることがで

きる。そのうえ、プレーヤーを一つの型にはめ込まないので、各自のもつ特技特徴を生かすこと

ができる」9）と長所を認めつつも、「ときには、味方同士がお互いのプレーを妨害することがあり、

お互いの協力の仕方が必ずしも、最も効果的な方法になるとは限らない」10）と、その短所につい

ても指摘している。また、2006 年に日本で開催された世界選手権大会において、優勝候補である

アメリカチームがモーションオフェンスを行ったが、徹底したチームオフェンスで戦ったギリ

シャチームに負けたことも、モーションオフェンスのリスクとして指摘 11）されているようである。 

一方、パターンオフェンスは攻撃法の発達において最初の段階で考案され、その後、あるパター
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ンオフェンスを展開しながら、シュートができないときに、同じパターンを連続して行うことが

できるというコンティニューオフェンスが考案された 12）。吉井は「セットオフェンスにおける消

極的な協力計画（お互いがじゃまし合わないことの計画）は、それをプレーするプレーヤーの技

術的段階にはほとんど関係なく、誰にとっても必要であり、また誰に対しても有効なプレーとな

る」10）と述べ、技術レベルに関係なく、有効な戦術であることを指摘している。さらに、「攻撃

法がより科学的に組織され、それが完全にマスターされれば、より効果的な攻撃法になるはずで

ある」13）と、消極的な協力計画を理論に裏付けすることにより、より効果的な攻撃法になるとい

う見解を示している。 

 

Ⅱ．目的 

前述のように、バスケットボールには様々なオフェンス戦術が存在しているが、我が国におい

ては、ファーストブレイクを中心で攻撃したり、モーションオフェンスを採用したりしているチー

ムが多いように思われる。二杉は、我が国の高校バスケットボール界における強豪チームの現状

として、「走って、跳んで、シュートを打つといった単調なプレーの繰り返しが主流である」14）

と指摘し、高校の男子チームにパターンオフェンスを実際に指導した際に、量的経験が必要であ

るとしながらも、チームへの良い影響や方向付け、新しい発見にもつながっている 15）という見

解を示している。我が国の大学男子バスケットボール界において、パターンオフェンスを中心に

したオフェンス戦術を採用している数少ないチームの 1 つに天理大学男子バスケットボール部が

挙げられ、関西選手権大会では 2008 年、2009 年、2010 年に 3 連覇、西日本大会では 2008 年、2010

年優勝、関西リーグ戦では 2009 年、2010 年に 2 連覇、全日本選手権大会では 2008 年第 6 位、2009

年第 5 位、2011 年第 3 位という好成績を残している。このようなチームのオフェンスビルディン

グ、つまり、オフェンス戦術を分析するだけではなく、如何にしてオフェンス戦術を決定し、チー

ムオフェンスを構築しているのかを明らかにすることは非常に重要なことと思われる。そこで、

本研究では、天理大学男子バスケットボール部のオフェンスビルディングの実態を把握すること

で、今後、チームオフェンスを構築する際の有効な指針を得ることを目的とした。 

 

Ⅲ．方法 

筆者は 2008年から 2010年までの 3年間、天理大学男子バスケットボール部のアシスタントコー

チとしてチームに携わっていた。その当時の練習に関する資料を中心に考察を進める。その内容

は、まず第 1 にオフェンスコンセプト、第 2 に年間計画、第 3 に練習の組み立て方、第 4 に 1 日

の練習、第 5 にパターンオフェンスとシューティングドリルであり、これらについて明らかにし

ていく。 
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Ⅳ．天理大学男子バスケットボール部のオフェンスビルディング 

１．オフェンスコンセプトについて 

天理大学男子バスケットボール部の監督（1981 年～1989 年、1996 年～現在）である二杉氏は

ハワイ大学へコーチ留学した経験があり、その大学を選んだ理由の一つに、「天理大学の境遇に、

ハワイ大が似ていて、参考になる部分が多く、帰国後に実際の指導にフィードバックできるので

はないか」16）ということを挙げている。NCAA の強豪校は優秀な選手をリクルートすることによ

り成立する戦術を採用しており、ハワイ大学は恵まれない戦力でありながらも、パターンオフェ

ンスを採用するような戦術を工夫することにより NCAA トーナメントに進出してくるチームで

ある。天理大学も優秀な選手を強豪校からリクルートできる状況ではなく、試合に勝つためには

オフェンス戦術を工夫する必要があり、パターンオフェンスを採用したのである。吉井は、パター

ンオフェンスを行う際に基礎技術が不完全な状態では絵に描いた餅になる場合が多く、その実際

の効果を多くは期待することができない 17）という否定的な見解を示しつつも、「個人の特技を生

かすことを中心にパターンオフェンスを計画すれば、絵に描いた餅になるとは限らない」18）と述

べている。二杉氏は「個性をつなぎ合わせてチームになりますから、バスケットボールはまたそ

ういうことができる種目です」19）という考えを示していることから、個人の強みが生かせるよう

に、パターンオフェンスを採用し、構築していると思われる。パターンオフェンスを繰り返すオ

フェンスはコントロールオフェンスやディレイドオフェンスとも呼ばれ、稲垣はそのオフェンス

が実施されている一般的な状況を説明しながらも、「相手方が短身チームであり敏捷な動きを継続

的に行なうことにより、ゲームの指導権をかくとくしようとつとめているとき、このオフェンス

を採用すれば特に効果的である」20）と述べている。また、吉井はコントロールオフェンスについ

て、「ボールの所有を得るやボールをできるだけコントロールし、ミスなくプレーしつづけて、チー

ムだけできるベスト・ショット・チャンスのみに、ショットする」21）と説明し、その最大の長所と

して、「ゲームのテンポを自チームのテンポで展開することが、多くの場合より容易であること」21）

を挙げている。従って、コントロールオフェンスは能力の高い選手によって素早い動きでゲーム

を優位に展開しようとする相手に対して有効なオフェンスといえるであろう。二杉氏は「やはり、

2000CC クラスの排気量、バスケットでいえば走力やスタミナですが、それらが上のチームに真っ

向から走り合いをしたら、絶対に勝てない。勝つためには相手の長所を出させないように、ゲー

ムのペースを落とすことが大きな一つの方法なのです」22）と選手の運動能力を自動車の排気量に

例えて、運動能力の低いチームが、運動能力の高いチームに勝つためのオフェンス戦術の 1 つと

して、コントロールオフェンスを採用している理由について説明している。また、コート上の 5

人が時間をかけながら、チームプレーを行う方が、選手のモチベーションを高めるという効果も

あるようである。このようなことから、二杉氏はパターンオフェンスを繰り返し、オフェンスの

リズムをコントロールした戦術を採用したと考えられる。 



17 
 

 
 

バスケットボールにおけるチームビルディングについて

また、天理大学男子バスケットボール部のパターンオフェンスには、スクリーンプレー23）が多

く組み込まれている。ボブ・ナイトは「ゲームではスクリーンがいちばん重要な要素だと考えて

いる。それは、ディフェンスにとってスクリーンに対するディフェンスがいちばん難しいからだ。

動き（モーション）によいパスが加わってこそ的確なショットができるのだが、さらにスクリー

ンがそれに加わるなら、的確なショットチャンスはもっと増えるだろう。」24）とスクリーンプレー

の重要性を指摘している。天理大学男子バスケットボール部においても同様に、より良いシュー

トチャンスを得ることを可能にしていると考えられる。さらに、パターンオフェンスはチーム内

でシュートを打つタイミングが分かりやすいため、オフェンスリバウンドを獲得しやすいという

副次的効果もあるようである。 

このように、より良いシュートチャンスを得るためにスクリーンプレーの多いパターンオフェ

ンスを、選手の運動能力差を補うためにコントロールオフェンスを採用することで、攻撃回数を

減少させ、僅差のゲーム展開に持ち込み、勝機を見いだそうとすることが、天理大学男子バスケッ

トボール部のオフェンスコンセプトと考えられる。 

 

２．年間計画について 

表 1 は天理大学男子バスケットボール部の年間計画である。この表の「練習内容の割合」にお

ける「体力」「技術」「戦術」とはそれぞれの向上を主目的として行われる練習を示し、「技術」は

分習法で行われ、「戦術」は全習法で行われている。分習法とは「課題全体をいくつかの部分に分

けて部分ごとに練習して積み重ねていき、最終的に全体としてまとめる方法」25）であり、全習法

とは「学習しようとする課題全体をひとまとめにし、それをくり返し練習する方法」26）である。

また、年間計画には「準備期」「試合期」「移行期」の 3 つの周期があり、準備期はさらに「一般

的準備期」と「専門的準備期」に分けられる。「一般的準備期」とは、体力的には一般的・全面的

なものが中心となり、技術的には中心となる一般的訓練での動きの器用さや、運動学習能力（調

整力）、および関節運動の可動性を拡大しこれを深めることに主眼が置かれ、試合期の運動は全く

含めないか極めて少ないものとなる期間 26）である。「専門的準備期」とは、目標とする技術的・

戦術的課題を可能な限り解決し完成させる様に、専門的な訓練生の向上にトレーニング内容を集

中させてゆく期間 26）である。「試合期」とは、一連の基本的は試合が組み込まれる期間である。

「移行期」とは、トレーニングと試合の累積的作用が、全体に対してマイナスに作用することを

防止する目的で、積極回復をその中心的課題としている期間 26）である。このような 3 つの周期

を繰り返して年間計画が立てられている。 

1 年間の大会スケジュールは関西選手権大会が 4 月下旬から 5 月初旬、西日本選手権大会が 5

月下旬から 6 月初旬、関西リーグ戦が 9 月から 10 月中旬、全日本大学選手権大会（インカレ）が

11 月下旬から 12 月初旬にかけて開催されている。この他に、12 月中旬に関西新人戦、1 月初旬
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に全日本総合選手権大会が開催されるが、その大会に出場対象となる選手だけが練習し、試合期

と同じ練習が行われるため、本稿の年間計画からは割愛させていただいた。 

第 1 周期における第 1 一般的準備期の「体力」の割合は 100%であるが、第 1 専門的準備期に

入り、第 1 試合期に近づくにつれ減少し、最終的に 0%になる。「技術」は第 1 専門的準備期から

行われ、2 週目の 50%が最も高く、その後減少していく。そして、「戦術」も第 1 専門的準備期か

ら開始されるが、試合期に近づくにつれて増加していく。同周期の第 2 専門的準備期は第 1 専門

的準備期と比較して期間が短く、すぐに試合期へ移行する。そのため、本来であれば一般的準備

期における「体力」の割合は高いはずであるが、「体力」よりも「技術」、「戦術」が重要視され、

その割合が高くなっている。 

 

表 1．年間計画 

体力 技術 戦術

3 1 第1周期 第１一般的準備期 体力トレーニング 100 0 0

2 第１専門的準備期 １対１、２対２、３対３ 50 30 20

3 オフェンスドリル 30 50 20

4 合宿（11日間） シューティングドリル 20 40 40

4 1 スクリメージ 10 30 60

2 0 20 80

3 0 10 90

4 関西選手権大会 第１試合期 ５対５ 0 10 90

5 1 関西選手権大会 調整練習 0 10 90

2 第２一般的準備期 体力トレーニング、オフェンスドリル 20 50 30

3 第２専門的準備期 ５対５、調整練習 0 20 80

4 西日本選手権大会 第２試合期 ５対５ 0 10 90

6 1 西日本選手権大会 調整練習 0 10 90

2 オフ 移行期 自主トレーニング - - -

3 　ウエイトトレーニング - - -

4 　シューティング - - -

7 1 　ピックアップゲーム、など - - -

2 - - -

3 - - -

4 オフ - - -

8 1 第２周期 第１一般的準備期 体力トレーニング 100 0 0

2 合宿（11日間） 第１専門的準備期 １対１、２対２、３対３ 20 30 50

3 オフェンスドリル、シューティングドリル 10 10 80

4 調整合宿（３日間） スクリメージ、調整練習 0 10 90

9 1 関西リーグ戦 第１試合期 ５対５ 0 10 90

2 調整練習 0 10 90

3 0 10 90

4 0 10 90

10 1 0 10 90

2 0 10 90

3 関西リーグ戦 0 10 90

4 第２一般的準備期 体力トレーニング 80 20 0

11 1 第２専門的準備期 オフェンスドリル 25 25 50

2 シューティングドリル 10 10 80

3 スクリメージ 0 10 90

4 全日本学生選手権大会 第２試合期 スクリメージ 0 10 90

12 1 全日本学生選手権大会 調整練習 0 10 90

2 オフ 移行期 自主トレーニング - - -

3 　ウエイトトレーニング - - -

4 　シューティング - - -

1 1 　ピックアップゲーム、など - - -

2 - - -

3 - - -

4 - - -

2 1 - - -

2 - - -

3 - - -

4 オフ - - -

期分け 主な練習内容月 週 大会・合宿・オフ
練習内容の割合
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第 2 試合期終了後は、約 7 週間の移行期になる。その後、第 2 周期が行われるが、練習内容及

び、トレーニング割合は第 1 周期と同じような練習内容となる。そして、第 2 周期終了後は 11

週間の移行期になり、その後、再び第 1 周期が開始される。 

練習内容の割合において、「体力」の割合は一般的準備期では高いものの、その後、極端に減少

している。これは、一般的準備期で試合に必要とされる基礎体力を養い、その後は、各自でトレー

ニングに取り組んだり、「戦術」練習を行うなかで体力を維持、向上できるようにしたりしている

ためである。また、専門的準備期の中頃から試合期にかけて「戦術」が高い割合を示している理

由として、後述する、全習法を中心とした練習の組み立て方であることが挙げられるであろう。 

天理大学男子バスケットボール部の練習期間は年間を通じて 8 ヶ月半ほどである。一般的には

一年中を通して練習を行うチームが多く、それと比較して非常に短いと思われる。二杉氏はこの

ような短期間に限定して練習することをシーズン制とし、「シーズン制の導入は身体を癒すことと

同時に、選手のモチベーションを高めるという効果をもたらしました」27）とその有効性を述べて

いる。移行期であるオフシーズンは 3 ヶ月半程有り、長期休暇の練習では 5 日間の練習で 1 日の

オフが取り入れられる。オフシーズンの選手の過ごし方は、ウエイトトレーニングやシューティ

ング、ピックアップゲーム 28）などを行ったりしてボールや動きの感覚が最低限維持できるよう

にしている。このように、オフシーズンであっても完全にバスケットボールの練習を中断するの

ではなく、選手が自主的に練習を行い、自分の身体を練習再開に向けてコントロールし、準備を

しているのである。 

 

３．練習の組み立て方について 

バスケットボールの練習の組み立て方において、一般的には分習法でいくつかの課題を練習し

た後、全習法で練習する場合が多いように思われる。この他に勝田は、「ゲーム・ライク・プラク

ティス」29）、「ヴィルプルー方式」30）等を挙げている。「ゲーム・ライク・プラクティス」とは、

練習の初めから終わりまで、ゲームのようなシナリオで構成する練習であり、「ヴィルプルー方式」

は練習の構成はすべてゲーム形式で行われ、正確な動作づくり、判断力、チーム全員の状況認知

とプレー選択の意思統一などの行うべきプレーのどれか一つをテーマとして選び、コーチが動き

ながら攻防練習を繰り返すものである。また、小野は短期から長期的観点に至るまですべては逆

算の発想で考えることができるとし、「M-T-M Method」（Mach-Training-Mach Method）31）を提唱

している。これは、理想とするゲームから逆算して現状とのギャップをトレーニングで埋めよう

とするものである。 

このような練習の組み立て方がある中で、二杉氏は、スクリメージ 32）を行い、そこで足りな

い要素を補っていくというものである。つまり、全習法で全体練習を行った後、分習法で修正す

べき部分を身につけていくというものであり、先述の「M-T-M Method」と類似している。二杉氏
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はこのような練習の組み立て方をする理由として、「すでに身についている技術練習を画一的に行

わせることは時間とモチベーションのロスにつながること」33）を挙げており、R・W・クリスチ

ナらが全習法から分習法へ逆行するメリットとして「楽しい部分を最初に行うことができるので、

選手のやる気を高めることができる」34）と指摘していることと同じような見解を示している。 

全習法で練習を行う際、二杉氏はスクリメージをさせながらプレーを中断して、指導する場面

が頻繁に見られる。「こういうケースにはこうしたほうがいい。しかし、こういかないときには、

この方法もあるよ」35）と選手に指示をしながらも状況に応じたオプションプレーを提案するので

ある。そして、選手はチームコンセプトを理解しながら、どのような状況でシュートが打てるの

か、あるいは打てないのか、その後のオプションはどのようになるのかという確認をし、チーム

全体の意思統一が図られていく。これは、先の「ヴィルプルー方式」とも似ており、コーチはリ

アルタイムでの観察・分析・企画・処理能力・洞察力といった、コーチとして必要とされる様々

な能力を高いレベルで要求 30）されているのである。従って、二杉氏は観察・分析等の結果、練

習を中断し、指導をして、チームとしての意思統一を図るという過程を経ながら、チームオフェ

ンスを構築していくと思われる。 

分習法の練習において、パターンオフェンスの確認がしばしば行われる。それは単なる動きの

確認ではなく、ディフェンスを想定した動きの確認である。したがって、そのスピードは試合と

同じような速さがあると同時に、様々なプレーが作り出されていく。実際の試合では想定外のプ

レーが起こることが十分に予測されることから、想像力豊にプレーの確認をしたり、不測のシチュ

エーションを設定したりしながら行われるのである。また、パターンオフェンスの中からスコア

リングプレーを抽出し、ディフェンスのいない状態でのシューティングドリルも練習に取り入れ

ている。この練習はパターンオフェンスにおける必要な技術を習得するためや、そのポイントを

理解させ、意識付けをさせるために行われる。従って、このドリルもディフェンスを想定して実

施され、フェイントをしてからのシュートやオプションプレーへの移行など様々な状況が作られ

ながら進行していく。これらの他に分習法では、前回の練習において成功しなかったプレーを修

正したり、反対に成功したプレーをより良くしたりするために、フィードバックドリルと呼ばれ

るドリルを行っている。そのドリルは前回の練習評価から考案され、毎回異なる内容が実施され

る。毎日の練習で変化を加えることは、選手に対して目的意識や刺激を与え、飽きさせずに練習

へ取り組ませるためにも重要なことと思われる。吉井がオフェンスの指導の考えについて、「動き

の中にふくまれている技術の指導こそ大切であり、パターンの動き方を指導することは誰にでも

でき、動きの中に含まれている技術の指導なしでは攻撃法を紹介しただけで指導したとは言えな

い」36）と述べ、さらに「そのように指導するからこそ、攻撃が上手く展開しない場合にはその原

因を発見し、すぐに効果的な対策を立てることができる」36）と述べているように、二杉氏はシュー

ティングドリルやフィードバックドリルにおいてパターンオフェンスに含まれる練習を通じて技
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術を習得させたり、全習法のスクリメージの分析結果から欠点を修正させたりしているのである。

このようにパターンオフェンスの中でプレーされる場面を想定し、どのように練習をするべきか

という観点から考えられたドリルを吉井が「生きたドリル」36）と呼んでいるように、二杉氏は単

に書物等で紹介されているドリルを行うのではなく、チームオフェンスの足りない部分を補い、

理想とするオフェンスに近づけるために独自に考案したものをドリルとして行っていると思われ

る。 

 

４．１日の練習について 

 ここでは、一般的準備期、専門的準備期、試合期における 1 日の練習ついて考察を進める。 

表2は一般的準備期の練習例である。この練習は主に長期オフが終わった後の第1週に行われ、

全ての内容が「体力」の向上を目的としたものである。 

 

表 2．一般的準備期の練習例 

 

 

 

 

 

 

 
 
表 3 は専門的準備期における練習例である。ここでは、「体力」の割合が減少し、「技術」と「戦

術」の割合が増加していく。スクリメージの練習時間は 60 分程度であり、1 回の練習時間の半分

以上が費やされる。 

 

表 3．専門的準備期の練習例 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施時間（分）

10

10

20

10

①２点先取 10

②４点先取 10

③８点先取 10

④10分ゲーム 30

110

練習内容

１．ミーティング（前回の練習評価と、今回の練習目的等）

２．ウォーミングアップ（ダッシュ、ディフェンスフットワーク等）

３．オフェンスドリル（２対２，３対３、フィードバックドリル等）

４．パターンオフェンスの確認・シューティングドリル

５．スクリメージ

（５対５）

合計時間

実施時間（分）

10

30~ 40

20

15

10

10

95~ 105

練習内容

１．ミーティング（前回の練習評価と、今回の練習目的等）

６．オフェンスドリル

合計時間

２．ランニング

３．サーキットトレーニング

４．ラダートレーニング

５．ディフェンスドリル

～

～
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表 4 は試合期における練習例である。二杉氏が「試合が近づいて一番気にするのは『ケガをさ

せない』こと。コンディショニングの問題を考えて、練習はどんどん落としていきます」37）と述

べるように、この時期の練習時間は 60 分から 80 分程度となり、非常に短時間になっている。試

合の前日で疲労度が高いときは 20 分から 30 分程度で終わることもしばしばである。このように

短時間で行った場合、疲労の少ない選手は個々で走り込んだりして、体力を落とさないように自

分で身体をコントロールしている。 

 

表 4．試合期の練習例 

 

 

 

 

 

 

 

以上のような練習が実施されているが、共通することはランニングやウォーミングアップを開

始する前に、ミーティングが毎回行われていることである。「選手個々では能力の高くないチーム

ですから、戦術、戦略の分析やミーティングなどにはものすごく時間をかけます」37）と述べるよ

うに、ミーティングで前回の評価と今回の練習目的等を説明することで、練習に対する目的意識

を明確にしているのである。 

専門的準備期と試合期におけるスクリメージに費やす時間の割合は非常に長いが、スクリメー

ジの内容が若干異なっている。専門的準備期の前半は両チームが天理大学のパターンオフェンス

を行う。しかしその後半と試合期においては、試合に主に出場すると思われるメンバーが天理大

学のパターンオフェンスを行い、もう一方は対戦チームのチームオフェンスやディフェンス、個々

のプレーの特徴を模倣して、スクリメージを行うのである。つまり、対戦チームを分析した結果

からスカウティングチームを仕立てて、対戦チームのプレーに慣れさせるために行うのである。

このように、対戦チームの分析結果から予想されるプレーの対応を練習し、試合に向けて準備す

るのである。 

 

５．パターンオフェンスとシューティングドリルについて 

ここでは、天理大学男子バスケットボール部のパターンオフェンスとそれを利用したシュー

ティングドリルについて説明するが、はじめに、コート図と記号の説明を行う。図 1 はコート図

のエリアであり、表 5 はその名称をまとめたものである。表 6 は図で示される記号例とその意味

時間（分）

10

10

０～20

10

30

60～80合計時間

１．ミーティング（前回の練習評価と、今回の練習目的等）

２．ウォーミングアップ（ダッシュ、ディフェンスフットワーク等）

４．パターンオフェンスの確認・シューティングドリル

５．スクリメージ（５対５）　30分

３．オフェンスドリル（フィードバックドリル等）

練習内容
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である。 

 
 

 

 

 

表 6．図の記号例とその意味 

 

 

図 2−1 から 2−8 までは「A」と呼ばれているパターン

オフェンスである。この特徴はスクリーンとカットがバ

ランス良く組み合わされていることと、ディフェンスに

予測された場合の対応策が十分に準備されていることで

ある。 

この図のような配置から開始され、4 と 5 はウイング

へ移動し、4 は①からのボールをレシーブする。 

図 2-1．A の展開① 

 

記号例 意味

1（数字） プレーヤー

①（丸囲み数字） ボールを持ったプレーヤー

a（小文字アルファベット） 補助者

ⓐ（丸囲み小文字アルファベット） ボールを持った補助者

ボールを持たないプレーヤーの動き

パス

スクリーン

エリア 名称

Ａ トップ

Ｂ 右ウイング

Ｃ 左ウイング

Ｄ 右コーナー

Ｅ 左コーナー

Ｆ 右ローポスト

Ｇ 左ローポスト

Ｈ ハイポスト

表 5．コート図のエリア及びその名称 

図 1．コート図のエリア 
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パスをした 1 はすぐさま右ローポストエリアへカット

する。それと同時に 2 は 1 のいた場所へ移動し、④から

のボールをレシーブする。 

 

 

 

 

図 2−2．A の展開② 

3と 4は 1に対してダブルスクリーン 38）をセットする。 

 

 

 

 

 

 

図 2−3．A の展開③ 

1 は 3 と 4 のダブルスクリーンを利用し、右ウイング

へ移動し、②からのパスを受ける。それに続いて 3 は右

コーナーへ移動、4 は右ローポストでポストアップする。

その後、5 はハイポストへフラッシュ 39）する。 

 

 

 

図 2−4．A の展開④ 

①が 4 か 5 にパスできない場合、4 は左ローポストへ

移動し、5 は右ローポストでポストアップし、ボールを

レシーブする。この時、①は 3 へパスをして、3 から 5

へパスをしても良い。 

 

 

 

図 2−5．A の展開⑤ 

 



25 
 

 
 

バスケットボールにおけるチームビルディングについて

この図は図 2−2 において④から 2 へパスできない場合

のオプション（対応方法）である。このとき、④はハイ

ポストの 3へパスをして、5が左ローポストへ移動する。 

 

 

 

 

図 2−6．A のオプション① 

その後、5 はすぐにポストアップ 40）し、③と 5 のハイ

ロープレー41）を狙う。 

 

 

 

 

 

図 2−7．A のオプション② 

図 2−7 のプレーが成立しなかった場合、5 は左ウイン

グへ移動し、2 は 1 のいた場所へ移動し、③からのパス

をレシーブする。このときのプレーヤーの配置は図 2−2

と同じになっているため、図 2−3 以降と同じプレーを進

める。 

このようなオプションは様々な状況を想定し数多く用

意されている。 

図 2−8．A のオプション③ 

 

図 3−1 から図 3−4 は「A」のパターンオフェンスから

動きを抽出したシューティングドリルである。 

①は 2 へパスをし、ローポストへカットする。 

 

 

 

 

図 3−1．A のシューティングドリル① 
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②は a へパスをした後、3 とダブルスクリーンを 1 へ

セットする。 

 

 

 

 

 

図 3−2．A のシューティングドリル② 

1 はそのスクリーンを使用して右ウイングへ、3 は右

コーナーへ、2 は左ローポストへ移動する。 

 

 

 

 

 

図 3−3．A のシューティングドリル③ 

ⓐは 1 へパス、ⓑは 3 へパス、ⓒは 2 へパスをし、そ

れぞれはボールをレシーブしたらシュートする。 

このようなシューティングドリルは、単にシュートを

練習するだけでなく、パターンオフェンスの動きを覚え、

スクリーンを成功させるために必要な角度やタイミング

を養うこともできる。また、これらのシューティングド

リルはフィードバックドリルとして用いられる場合もあ

る。 

 

図 4−1 から図 4−4 までは「B」と呼ばれるパターンオ

フェンスである。このオフェンスはシンプルな動きであ

るが、スクリーンの数が非常に多く、スクリーン・

フォー・スクリナー・プレー42）と呼ばれるスクリーンプ

レーが含まれている。 

①は 3 へパスをし、4 は 5 へスクリーンをする。5 はそ

のスクリーンを利用し、右サイドのローポストへカット

する。 

図 3−4．A のシューティングドリル④

図 4−1．B の展開① 
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1 は 4 へスクリーンをセットし、4 はトップへカットす

る。③は 4 へパスをする。 

 

 

 

 

 

図 4−2．B の展開② 

2 は 1 へスクリーンをセットし、1 は右ウイングへカッ

トする。④は 1 へパスをする。 

 

 

 

 

 

図 4−3．B の展開③ 

この図は、図 4−1、4−2 を逆サイドで行ったものである

ため、以降の動きは同じものになる。 

 

 

 

 

 

図 4−4．B の展開④ 

 

図 5−1 から図 5−5 は「B」のパターンオフェンスから

動きを抽出したシューティングドリルである。 

ⓒから b へパスがされたら、1 は 2 へスクリーンをセッ

トし、2 は逆サイドのローポストへ移動する。2 はⓐか

ら、1 はⓑからボールをレシーブしてシュートする。 

 

 

図 5−1．B のシューティングドリル① 
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①は bへパスをしたあと、2へスクリーンをセットし、

2 はそれを使用してトップへカットする。そして、1 は

ⓐから、2 はⓑからボールをレシーブしてシュートする。 

 

 

 

 

図 5−2．B のシューティングドリル② 

①が c へパスをしたあと、2 は 3 へスクリーンをセッ

トし、3 はそれを利用し、右ローポストへカットする。 

 

 

 

 

 

図 5−3．B のシューティングドリル③ 

1は2へスクリーンをセットし、2はトップへ移動する。

そして、3 はⓐから、1 はⓑから、2 はⓒからボールをレ

シーブしてシュートする。 

 

 

 

 

図 5−4．B のシューティングドリル④ 

ⓑから a へパスがされたら、1 は 2 へスクリーンをセッ

トし、2 は右ウイングへカットする。2 はⓐからボール

をレシーブしてシュートをする。そして、1 はゴール下

へカットし、ⓒからボールをレシーブしてシュートする。 

 

 

 

図 5−5．B のシューティングドリル⑤ 
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バスケットボールにおけるチームビルディングについて

 本章において、2 種類のパターンオフェンスについて説明した。天理大学男子バスケットボー

ル部のパターンオフェンスの数は様々な状況に対応させるため 30 種類以上あり、さらにディフェ

ンスに応じたオプションプレーを加えると倍以上にもなる。これらのパターンオフェンスは試合

で全て用いるわけではなく、相手チームの分析結果から得たウィークポイントを攻撃するためや、

試合展開に応じて、数種類の最適なパターンオフェンスが決定されるのである。また、多くのパ

ターンオフェンスを練習することで、幅広い技術が習得できることや、選手が新しいパターンを

覚えることで刺激を受け、モチベーションが高められるという効果もあるようである。 

 

Ⅴ．まとめ 

天理大学男子バスケットボール部におけるオフェンスビルディングについて考察を進めてきた。

それらをまとめると、以下のようになるであろう。 

1. オフェンスコンセプトは、パターンオフェンスを繰り返すことで、攻撃回数を減少させると

いうコントロールオフェンスであり、そのパターンオフェンスにはより良いシュートチャン

スを得るために多くのスクリーンプレーが組み込まれていた。コントロールオフェンスを採

用した理由は、運動能力の低いチームが高いチームに勝つためであった。 

2. 年間計画は、「体力」の向上を目的とした練習を行う時期と、「戦術」の向上を目的とした時

期が明確に分かれており、その時期の多くが「戦術」の向上を目的としていた。また、練習

期間は 8 ヶ月半ほどであり、1 年を通じて練習を実施する我が国の風潮とは一線を画する短

い期間であった。オフシーズンは選手が自主的に練習を行い、練習再開に向けて準備を整え

ていた。 

3. 練習の組み立て方は、全習法によるスクリメージを中心に練習を行い、足りない部分を分習

法で練習していた。全習法では、練習が頻繁に中断され、選手に対しての指示や提案を通じ

て、チームとしての意思統一が図られていた。分習法では、不完全なプレーを修正し、理想

のチームオフェンスに近づけるために独自のシューティングドリルやフィードバックドリル

が考案、実施されていた。 

4. 練習時間は、何れの時期においても 2 時間以内であり、試合期においてはコンディションを

考慮して 60～80 分であった。短時間で練習は終えるが、各選手は自主的に体力トレーニング

に取り組んでいた。練習の最初は必ずミーティングを行い、練習の目的等が明確に示されて

いた。専門的準備期の後半と試合期のスクリメージは、対戦チームの分析結果を元にスカウ

ティングチームを仕立てて行っていた。 

5. パターンオフェンスにはスクリーンプレーが多く組み込まれ、ディフェンスに予測された際

の対応方法も準備されていた。また、パターンオフェンスを利用したシューティングドリル

を考案していた。試合時は 30 種類以上のパターンオフェンスの中から、相手チームのウィー
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クポイントを攻撃したりするために最適な数種類が選択されていた。 

以上のことを踏まえてチームオフェンスを構築することは、天理大学男子バスケットボール部

のように選手の運動能力が低いチームにとって有効な指針の 1 つになると考えられる。 
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